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毎年、布土地区において、大池組、上村組、平田組で
秋葉祭が１１月下旬に開催されます。

火の災いなどの厄除けと言い伝えられています。（所
説あります。）今年も、各地域子どもから大人まで多く
の方々で賑わいました。

布土　秋葉祭の様子表紙
写真

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
６
年　
12
月
定
例
会
）

み
は
ま
No.181
2025・2・1
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町
長
提
出
議
案

諮
問

美
浜
町
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
の
推
薦

異
議
な
く
答
申

　
任
期
満
了
に
よ
る
任
命
で
す
。

　
　
石
田　
裕
子
さ
ん

任
期

　
令
和
７
年
４
月
1
日
か
ら

　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

専
決
処
分
事
項
の
報
告
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決

第
１
号
）

全
員
賛
成
で
承
認

　
令
和
６
年
10
月
27
日
に
執
行
さ

れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
要
し
た

費
用
の
専
決
処
分
で
す
。

補
正
額　
１
０
８
１
万
１
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決

第
２
号
）

全
員
賛
成
で
承
認

　
低
所
得
者
支
援
給
付
金
給
付
事

業
に
お
い
て
、
支
給
対
象
者
増
に

よ
る
給
付
金
不
足
に
対
応
す
る
た

め
の
費
用
の
専
決
処
分
で
す
。

補
正
額　
２
０
０
万
円

規
約
の
変
更

知
多
南
部
衛
生
組
合
規
約
の

変
更

全
員
賛
成
で
可
決

　
知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
焼
却
施
設
の
解
体
完
了
に
伴

い
、
施
設
の
管
理
事
務
を
共
同
処

理
す
る
事
務
か
ら
削
除
す
る
た
め

の
規
約
の
変
更
で
す
。

施
行
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日

条
例
の
一
部
改
正

美
浜
町
税
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
条
例
を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
行
日

・�

固
定
資
産
の
非
課
税
に
関
す
る

規
定

　
令
和
７
年
４
月
１
日

・�

新
た
な
公
益
信
託
制
度
の
創
設

に
伴
う
所
得
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
公
益
信
託
の
信
託
財
産

と
す
る
た
め
に
支
出
し
た
寄

附
金
に
つ
い
て
、
寄
附
控
除
の

対
象
と
す
る
文
言
の
改
正

・�

公
益
法
人
等
に
係
る
町
民
税
の

課
税
の
特
例
に
つ
い
て
、
条
例

か
ら
削
除
す
る
附
則
の
改
正

　

�

公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
の
施

行
日
の
翌
年
の
１
月
１
日

美
浜
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
知
多
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に

伴
い
、
条
例
を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
行
日

　
公
布
の
日

令
和
６
年
第
４
回

12
月
定
例
会

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
２
月
下
旬
頃
、
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

　
（
議
案
の
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

︽  
審

議

日

程
︾

３日　開会、提案
　　　・上程議案15件の議案説明
５日　町政に対する一般質問　【通告議員７人登壇】
10日　質疑・委員会審査付託
　　　・諮問１件に答申
　　　・専決処分２件を承認
　　　・規約変更１件を可決
　　　・�条例の一部改正、指定管理者の指定、町道路線の廃止及び認定、

補正予算の質疑　
　　　・�各常任委員会へ審査付託（11件） ※うち１件は両委員会へ分割付

託
〔休会中の常任委員会開催〕
11日　総務産業常任委員会　付託された８議案を審査・採決
12日　文教厚生常任委員会　付託された４議案を審査・採決
17日　委員長報告・質疑・討論・採決
　　　・付託された11件について委員長報告・質疑・討論・採決
　　　・閉会中の継続調査事件を定めて閉会
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美
浜
町
ふ
れ
あ
い
公
園
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正全

員
賛
成
で
可
決

　
大
池
ふ
れ
あ
い
公
園
を
都
市
計

画
公
園
に
変
更
す
る
た
め
、
条
例

を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
行
日

　
公
布
の
日

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定
（
美
浜

町
河
和
港
駐
車
場
）

全
員
賛
成
で
可
決

　
河
和
港
駐
車
場
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
も
の

で
す
。

選
定
方
法　

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

指
定
管
理
者

　
タ
イ
ム
ズ
24
株
式
会
社

指
定
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

�　

�　
選
定
に
お
け
る
応
募
件
数
、

金
額
、
公
募
内
容
は
。

�　

�　
応
募
件
数
は
１
件
で
し
た
。

駐
車
場
収
入
は
す
べ
て
指
定
管

理
者
の
収
入
と
な
り
ま
す
の
で
、

毎
年
、
運
営
納
付
金
と
し
て
町

に
納
め
て
も
ら
う
金
額
の
下
限

を
60
万
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

公
募
内
容
は
、
料
金
徴
収
事
務
、

器
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
24
時

間
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
の
業
務

す
べ
て
で
す
。

　

�　
電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る
支
払
い

が
で
き
る
こ
と
、
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
を
導
入
す
る
こ
と
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

�　

�　
タ
イ
ム
ズ
24
株
式
会
社
に
決

定
し
た
理
由
は
。

�　

�　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
選
定
で
、
１
社
の
み
の

応
募
で
し
た
の
で
、
審
査
委
員

会
で
判
定
し
た
と
こ
ろ
、
実
績

豊
富
で
信
頼
で
き
る
業
者
で

あ
っ
た
た
め
決
定
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
（
美
浜

町
図
書
館
及
び
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）

賛
成
多
数
で
可
決

　
美
浜
町
図
書
館
及
び
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
う
指
定
管

理
者
の
指
定
を
す
る
も
の
で
す
。

選
定
方
法

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン

タ
ー

指
定
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

�　

�　
図
書
館
の
利
用
時
間
な
ど
に

変
更
は
あ
る
か
。

�　

�　
休
館
日
を
月
曜
日
と
金
曜
日

と
し
、
開
館
時
間
を
１
時
間
短

縮
し
、
午
前
10
時
か
ら
の
開
館

へ
と
変
更
し
ま
す
。

町
道
路
線
の
認
定

町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

全
員
賛
成
で
可
決

　
道
路
を
払
下
げ
及
び
道
路
の
実

情
を
調
査
し
、
路
線
の
廃
止
及
び

認
定
す
る
も
の
で
す
。

■
廃
止
路
線
名　
２
０
９
１
号
線

（
旧
路
線
延
長　
９
０
．
８
ｍ
）

　
歩
行
者
の
通
行
が
限
ら
れ
る
等

危
険
回
避
を
目
的
と
し
た
払
下
げ

申
請
に
よ
り
、
払
下
げ
部
分
を
除

き
、
改
め
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
路
線
名　
２
０
９
１
号
線

起
点　
布
土
字
北
浜
田

終
点　
布
土
字
平
井

延
長　
６
０
．
５
ｍ

■
廃
止
路
線
名　
２
２
７
８
号
線

（
旧
路
線
延
長　

３
３
５
．
６

ｍ
）

　
路
線
認
定
を
し
て
い
た
路
線
に

つ
い
て
、
用
地
買
収
の
見
込
み
が

な
く
な
っ
た
た
め
、
路
線
を
廃
止

し
、
民
地
部
分
を
除
き
、
改
め
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
路
線
名　
２
２
７
８
号
線

起
点
・
終
点　
布
土
字
梅
之
木

延
長　
９
２
．
９
ｍ

認
定
路
線
名　
２
２
９
５
号
線

起
点　
布
土
字
北
浜
田

終
点　
布
土
字
梅
之
木

延
長　
１
６
２
．
８
ｍ

■
廃
止
路
線
名　
３
１
５
１
号
線

（
旧
路
線
延
長　

２
６
６
．
３

ｍ
）

　
道
路
が
存
在
し
て
い
な
い
民
地

内
の
路
線
を
廃
止
し
、
民
地
部
分

を
除
き
、
改
め
て
認
定
す
る
も
の

で
す
。

認
定
路
線
名　
３
１
５
１
号
線

起
点
・
終
点　
奥
田
字
中
山
平
井

延
長　
２
１
５
．
７
ｍ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

　
　
　

 

茶
谷　
佳
宏

　
美
浜
町
図
書
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
お
い
て
、
図
書
館

の
利
用
時
間
が
、
朝
10
時
か
ら

夕
方
６
時
ま
で
と
１
時
間
短
く

な
る
と
と
も
に
、
閉
館
日
が
月

曜
日
と
金
曜
日
の
週
２
日
閉
館

と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
と
な
り
ま
す
。
指
定
管
理
委

託
料
が
、
年
約
５
０
０
万
円
増

額
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
に
な

れ
ば
、
さ
ら
に
図
書
館
利
用
の

減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。

反
対

討　
論

討　
論
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　提案された補正予算５件【一般会計（第３号）、国民健康保険特別会計
（第３号）、介護保険特別会計（第２号）】、水道事業会計（第１号）、農
業集落排水事業会計（第１号）を各常任委員会に付託・審査し、最終日に委
員長報告ののち、討論・採決し可決しました。

12 月
補 正 予 算

一般会計補正予算（第3号）
　歳入歳出それぞれ6591万２千円を追加し、補正後の予算総額は91億2062万7千円となりました。

※主な内容：
①業者管理システム導入
②共済費
③町勢要覧作成
④コピー・印刷用紙購入
⑤ロゴマーク入りピンバッジ作成
⑥徴税還付金
⑦介護保険特別会計への繰出
⑧�就労移行支援、就労継続支援等
の増加
⑨�日常生活用具給費事業費等の利
用増加
⑩国民健康保険特別会計への繰出
⑪療養給付費負担金等
⑫過年度国庫返還
⑬過年度国庫返還
⑭第二団地屋根防水塗装工事
⑮空調設備工事、備品購入
⑯教師用改訂教科書購入
⑰教師用改訂教科書購入
⑱修繕工事（ガラス窓破損）

賛成多数で可決

歳　　　　　入 補　正　額

国 庫 支 出 金 民生費国庫負担金 988万4千円
総務費国庫補助金 3209万1千円

県 支 出 金 民生費県負担金 494万2千円
総務費県補助金 500万円  　

寄 附 金 民生費寄附金 111万4千円

繰 入 金 財政調整基金繰入金 1509万5千円
教育施設整備基金繰入金 ▲500万円  　

諸 収 入 雑入 278万6千円
歳　　　　　出 補　正　額

総 務 費

検査事務費※① 979万6千円
人事管理事業※② 56万1千円
広報事業※③ 40万円  　
物品出納事業※④ 130万2千円
企画事業※⑤ 20万円  　
税務事務※⑥ 200万円  　

民 生 費

介護保険事業※⑦ 535万6千円
障害福祉サービス事業※⑧ 1976万9千円
地域生活支援事業※⑨ 398万6千円
福祉医療費支給事業 14万1千円
国民年金事務 1万4千円
国民健康保険事業※⑩ ▲270万6千円
後期高齢者医療事業※⑪ 1937万2千円
児童福祉事業※⑫ 281万2千円
保育所運営事業 421万6千円

衛 生 費
保健センター管理運営事業 42万5千円
予防接種事業※⑬ 22万5千円
知多南部衛生組合分担金 ▲3164万4千円

農林水産業費 農地事務 ▲4万3千円
土 木 費 住宅管理事業※⑭ 221万6千円

教 育 費

小学校施設整備事業※⑮ 569万8千円
教育振興事業（小学校）※⑯ 158万4千円
教育振興事業（中学校）※⑰ 587万9千円
図書館運営事業※⑱ 187万円  　

人件費（各費目の人件費補正　総合計） 1248万3千円

繰越明許費
事　業　名 金　額

業者管理システム
導入事業 979万6千円

事業名 補正前 補正後
運動公園整備
事業委託料

期　間 限度額 期　間 限度額
平成31年度から令和9年度まで 21億6429万5千円 平成31年度から令和9年度まで 22億3939万8千円

債務負担行為補正
【変更】

継続費
事業名 総額 年度 年割額

都市公園整備事業 4億705万7千円 令和６年度 4705万7千円
令和７年度 3億6千万円  　
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�　

�　
都
市
公
園
整
備
事
業
継
続

費
の
総
額
、
約
４
億
７
０
０

万
円
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
工
事
等
を
行
う
の
か
。

A�　
遊
具
広
場
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
が
使
用
で
き
る
ま
で
に
必

要
な
工
事
と
な
り
ま
す
。
工

事
内
容
は
、
土
砂
の
敷
き
な

ら
し
と
整
地
工
事
、
山
王
川

へ
の
排
水
工
事
、
電
気
、
水

道
工
事
、
ト
イ
レ
等
の
建
築

工
事
、
園
路
の
舗
装
工
事
、

芝
生
や
ベ
ン
チ
、
遊
具
の
設

置
工
事
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

Q�　
運
動
公
園
整
備
事
業
委
託

料
が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
増
額
と
な
っ
た
具
体
的

な
内
容
は
。

�　

�　
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

た
遊
具
の
仕
様
変
更
、
山
王

川
の
排
水
構
造
物
の
変
更
、

造
成
・
仮
設
工
事
の
見
直
し

等
あ
り
ま
す
が
、
一
番
大
き

な
要
因
は
、
事
業
が
中
断
し

て
こ
れ
以
上
公
園
の
完
成
が

遅
れ
る
こ
と
は
大
き
な
デ
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
、
入
札

が
不
調
に
な
ら
な
い
よ
う
物

価
高
騰
対
策
等
の
費
用
を
見

込
ん
だ
こ
と
で
す
。

�　

�　
今
回
の
補
正
予
算
で
運
動

公
園
整
備
事
業
の
総
事
業
費

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

�　

�　
総
事
業
と
し
て
は
、
50
億

円
か
ら
４
億
８
千
万
円
ほ
ど

増
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
総

事
業
費
は
、
約
55
億
円
と
な

り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ　
　
　

 
茶
谷　
佳
宏

　

今
回
の
補
正
予
算
に
お

い
て
、
運
動
公
園
整
備
事
業

の
総
事
業
費
が
昨
年
か
ら

約
５
億
円
増
え
、
約
55
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
計
画
45
億
円
の
事

業
費
で
は
、
借
入
金
の
返

済
は
都
市
計
画
税
で
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
当
初
計
画
か

ら
約
10
億
円
増
額
と
な
っ

た
時
点
で
の
資
金
計
画
の

説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

町
の
財
政
は
本
当
に
大
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

反
対
討　
論

討　
論

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ129万4千円を追加し、補正後の予算総額は22億2134万7千円となりました。

歳　　　入 補　正　額

※主な内容：
①会計年度任用職員人件費
②高額療養費増加分

県 支 出 金 保険給付費等交付金 400万円  　
繰 入 金 一般会計繰入金 ▲270万6千円

歳　　　出 補　正　額
総 務 費 一般管理事業※① ▲270万6千円
保 険 給 付 費 高額療養事業 400万円  　
基 金 積 立 金 基金積立事業※② ▲44万1千円
諸 支 出 金 過年度返還事業 44万1千円

全員賛成で可決

介護保険特別会計補正予算（第２号）　
　歳入歳出それぞれ4081万3千円を追加し、歳入歳出予算の予算総額は18億9428万2千円となりました。

歳　　　入 補　正　額

※主な内容：
①�施設介護サービス給付費
増加分

国 庫 支 出 金 介護給付費負担金 719万2千円
調整交付金 121万6千円

支払基金交付金 介護給付費交付金 1094万1千円
県 支 出 金 県介護給付費負担金 597万7千円

繰 入 金
介護給付費繰入金 506万5千円
事務費等繰入金 29万1千円
介護保険給付費準備基金繰入金 1013万1千円

歳　　　出 補　正　額

総 務 費 介護保険料賦課徴収事業 7万円  　
介護認定調査等事業 22万1千円

保 険 給 付 費

被保険者介護サービス事業※① 3678万円  　
被保険者介護予防サービス事業 211万3千円
高額介護予防サービス事業 12万9千円
高額医療合算介護サービス事業 150万円  　

全員賛成で可決

収益的支出 資本的支出
既決予定額 5億1587万円  　 3億3273万1千円
補正予定額 65万8千円 96万9千円
計 5億1652万8千円 3億3370万円  　

水道事業会計補正予算（第1号）
全員賛成で可決

収益的収入 収益的支出
既決予定額 4641万6千円 4692万6千円
補正予定額 ▲4万3千円 ▲4万3千円
計 4637万3千円 4688万3千円

農業集落排水事業会計補正予算（第１号）
全員賛成で可決
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
11
日（
水
）午
前
９
時
開
会
。

　
６
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託

議
案
8
件
を
審
査
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
件
を

協
議
・
決
定
し
閉
会
。

美
浜
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

�　

�　
ふ
れ
あ
い
公
園
を
都
市
公

園
へ
変
え
る
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

�　

�　
ふ
れ
あ
い
公
園
は
町
の
条

例
で
国
・
県
の
法
令
の
位
置

づ
け
が
な
く
、
整
備
し
よ
う

と
し
た
と
き
に
補
助
金
な
ど

の
手
当
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
公
園
で
は
補
助
金
が
使

え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

令
和
６
年
度
美
浜
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

�　

�　
第
二
団
地
屋
根
防
水
塗
装

工
事
は
、
外
壁
は
や
ら
ず
に

屋
根
の
防
水
工
事
だ
け
な
の

か
。
瓦
や
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼

板
に
す
る
な
ら
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
だ
と
思
う
。
今
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

�　

�　

建
設
当
時
か
ら
課
題
は

あ
っ
た
が
、
デ
ザ
イ
ン
性
を

重
視
し
、
子
育
て
世
代
に
向

け
魅
力
あ
る
住
宅
を
と
い
う

こ
と
で
今
の
仕
様
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
適
切
に
修
繕

等
し
て
い
き
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
12
日（
木
）午
前
９
時
開
会
。

　
６
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案

4
件
を
審
査
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
件
を

協
議
・
決
定
し
閉
会
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

�　

�　
図
書
館
の
閉
館
時
間
と
休

館
日
に
変
更
が
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
変
更
に
な
る
点
に

つ
い
て
の
周
知
方
法
は
。

�　

�　
月
曜
日
だ
け
の
休
館
が
、

月
曜
日
と
金
曜
日
に
な
り
ま

す
。
開
館
時
間
に
つ
い
て
も
、

午
前
９
時
か
ら
開
館
し
て
い

た
と
こ
ろ
を
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
、

大
き
く
２
つ
の
変
更
が
あ
り

ま
す
。

　
�　

周
知
方
法
は
、
入
口
等
に

周
知
看
板
の
設
置
を
業
者
と

協
議
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
美
浜
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

�　

�　
図
書
館
修
繕
工
事
１
８
７

万
円
に
つ
い
て
、
破
損
し
た

窓
ガ
ラ
ス
の
修
繕
と
い
う
こ

と
だ
が
、
割
れ
た
原
因
は
。

ま
た
、
ど
ん
な
ガ
ラ
ス
な
の

か
。

�　

�　
草
刈
り
作
業
中
の
飛
び
石

で
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
は
ひ
び
が
入
っ
た
状

態
で
、
利
用
者
に
被
害
が
及

ば
な
い
よ
う
対
策
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
は
一

般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
大
き
な

１
枚
ガ
ラ
ス
で
特
注
品
の
た

め
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�　

�　
今
回
保
険
を
使
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
金
額
に
よ
る
負

担
は
指
定
管
理
委
託
業
者
と

決
め
て
い
る
の
か
。

�　

�　
指
定
管
理
を
行
う
上
で
、

基
本
協
定
を
指
定
管
理
者
と

結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

修
繕
が
必
要
な
金
額
が
50
万

円
以
下
の
時
は
、
指
定
管
理

者
が
修
繕
を
行
う
と
い
う
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
�　

今
回
使
っ
た
保
険
は
全
国

自
治
協
会
が
加
入
し
て
い
る

建
物
共
済
で
す
。

ＱＡ

ＱＡＱ

ＡＱＡ

ＱＡ

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
17
日（
火
）に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
質
疑
・
討

論
の
後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
　

常
任
委
員
会

付　託　さ　れ　た　議　案 付託委員会 委員会採決結果 質疑
美浜町税条例の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成・可決 あり
美浜町都市公園条例の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成・可決 あり
美浜町ふれあい公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について 総務産業 全員賛成・可決 なし
指定管理者の指定について 総務産業 全員賛成・可決 あり
指定管理者の指定について 文教厚生 全員賛成・可決 あり
町道路線の廃止及び認定について 総務産業 全員賛成・可決 あり
令
和
６
年
度

補

正

予

算

令和６年度美浜町一般会計補正予算（第３号） 総務産業 賛成多数・可決 あり
文教厚生 全員賛成・可決 あり

令和６年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算 （第3号） 文教厚生 全員賛成・可決 あり
令和６年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 全員賛成・可決 あり
令和６年度美浜町水道事業会計補正予算（第１号） 総務産業 全員賛成・可決 なし
令和６年度美浜町農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 総務産業 全員賛成・可決 なし

常 任 委 員 会 の 審 査 結 果
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議
会
御
用
聞
き
コ
ー
ナ
ー
も
3

年
目
を
迎
え
、
住
民
の
方
々
が
、

お
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
一
部
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
相
談
・
ご
意
見
と
回
答　

　
野
犬
を
時
々
見
か
け
る
。
通
学

路
で
も
あ
り
、
大
変
危
険
な
の
で

な
ん
と
か
対
処
で
き
な
い
か
。

（
環
境
課
へ
検
討
要
請
）　

　
目
撃
情
報
を
環
境
課
に
言
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
愛
知
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
知
多
支
所
と
協
力
し
、

捕
獲
か
ご
設
置
等
で
捕
獲
を
試
み

ま
す
。

　
町
道
奥
田
・
河
和
線
の
路
肩
の

除
草
を
し
て
ほ
し
い
。

（
建
設
課
へ
検
討
要
請
）

　
年
に
1
回
行
っ
て
い
ま
す
が
状

況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　
河
和
小
学
校
か
ら
西
へ
向
か
う

急
な
坂
道
で
、
歩
道
の
表
面
が
凸

凹
で
転
ん
で
け
が
を
し
た
。

（
建
設
課
へ
検
討
要
請
）

　
通
学
路
な
の
で
、
優
先
的
に
対

応
し
ま
す
。

　
運
動
公
園
内
に
耐
震
性
貯
水
槽

を
設
置
す
る
の
か
。

　
現
時
点
で
、
40
ト
ン
の
飲
料
水

が
入
り
蛇
口
が
つ
い
た
タ
ン
ク
を

設
置
予
定
で
す
。

　
行
っ
て
き
バ
ス
の
本
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。

（
地
域
戦
略
課
へ
検
討
要
請
）

　
運
転
手
の
確
保
が
難
し
く
増
便

は
困
難
で
す
。
現
行
の
運
行
体
制

で
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
天
井
工
事
に
よ
り
総
合
公
園
体

育
館
が
使
え
な
く
な
る
が
、
現
在

利
用
し
て
い
る
団
体
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。

　
令
和
7
年
7
月
か
ら
令
和
8
年

3
月
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
間
、
公
民
館
、
南
部
体
育
館
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
近
所
の
空
き
家
の
放
置
さ
れ
た

ご
み
や
樹
木
が
茂
り
、
迷
惑
し
て

い
る
。

（
都
市
整
備
課
へ
検
討
要
請
）

　
町
か
ら
空
き
家
の
持
ち
主
へ
連

絡
を
し
ま
す
。

　
そ
の
場
で
、
お
答
え
で
き
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
持
ち
帰
り
行
政
に

報
告
し
対
応
を
協
議
し
て
い
く
も

の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
わ
か
り
や
す
く
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
頑
張
り
ま

す
。

　
11
月
10
日
、
美
浜
町
産
業
ま
つ
り
に
て
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方

の
声
を
い
た
だ
く
た
め
、
議
会
に
よ
る
御
用
聞
き
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
23
名
の
住
民
の
方
か
ら
、
ご
質
問
、
ご
意
見
等
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り
に
て
　
議
会
御
用
聞
き
コ
ー
ナ
ー
開
設
！

貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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�　
　
多
世
代
交
流
施
設
の
建
設

場
所
の
特
定
と
、
土
地
取
得
に

関
す
る
説
明
を
。

�　
　
建
設
場
所
は
知
多
厚
生
病

院
か
ら
南
へ
２
５
０
ｍ
進
ん
だ

左
手
の
土
地
で
す
。
土
地
の
面

積
は
１
４
６
２
㎡
、
建
物
は
敷

地
の
北
の
位
置
に
建
設
し
、
建

物
の
南
側
に
メ
イ
ン
の
駐
車
場

を
設
け
ま
す
。
建
屋
の
延
べ
床

面
積
は
７
６
８
㎡
で
す
。 

�　
　
逼
迫
し
た
町
財
政
に
お
い

て
、
施
設
建
設
に
か
か
る
財
源

に
つ
い
て
説
明
を
。

�　
　
土
地
取
得
費
も
含
め
た
総

事
業
費
は
4
億
2
千
９
０
０
万

円
で
す
。
建
設
費
の
2
分
の
1

に
つ
い
て
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
と

し
て
国
か
ら
交
付
を
受
け
る
予

定
を
し
て
お
り
、
用
地
取
得
や

工
事
費
の
残
額
は
、
地
方
交
付

税
措
置
の
あ
る
起
債
を
活
用
し

ま
す
。　

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
と
、

周
辺
を
含
め
た
利
活
用
に

つ
い
て

�　
　
オ
ー
プ
ン
後
、
半
年
間
で

の
利
用
状
況
は
。

�　
　
11
月
末
ま
で
に
約
65
回
の

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
練
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�　
　
合
宿
を
伴
う
利
用
状
況
の

伸
び
は
ど
う
で
す
か
。

�　
　
観
光
協
会
や
旅
館
の
方
に

聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
合

宿
及
び
大
会
等
に
よ
っ
て
は
、

町
内
旅
館
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
宿
泊
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

�　
　
隣
接
地
に
合
宿
専
門
施
設

を
誘
致
す
る
考
え
は
。

�　
　
本
町
が
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
で
も
あ
る
、
経
済
の
発
展
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は

町
内
に
あ
る
旅
館
・
民
宿
の
利

用
促
進
が
第
一
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

荒井勝彦

多世代交流施設完成予想図

多世代交流施設とは

こども家庭センター・児童館・子育て支援センター等をまとめた施設

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
（
８
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
ま
で
）
を
登
壇

順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

荒井　勝彦　議員
　① 多世代交流施設について
　② �運動公園陸上競技場と周辺を含

めた利活用について

野田　謙弥　議員
　① 子育て支援施策について
　② 河和駅周辺の再開発について

都筑　新悟　議員
　① �美浜町運動公園陸上競技場周辺

の整備事業について
　② �本町の大規模災害対策について
　③ 小中学校の部活動について

茶谷　佳宏　議員
　① �高齢者の加齢性難聴に対する補

聴器購入補助について
　② �学校再編基本計画案の進捗状況

と今後の進め方について

廣澤　　毅　議員
　① �資源ごみを分別回収するための

施設（エコステーション）の設
置について

　② �美浜町運動公園陸上競技場及び
交流広場の運用について

　③ �美浜町運動公園整備事業につい
て

　④ �美浜町総合公園拡張事業につい
て

野田　増男　議員
　① 美浜町小中学校再編について
　② �美浜町制７０周年記念事業につ

いて

橋場　友昭　議員
　① �ごみ処理の現状について
　② 福祉タクシーについて
　③ �美浜町の部活動について
　④ �美浜町の漁業について
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子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

�　
　
多
世
代
交
流
施
設
設
置
の

目
的
は
。

�　
　
地
域
住
民
が
相
互
に
触
れ

合
う
こ
と
の
で
き
る
交
流
の
場

と
し
て
「
多
世
代
交
流
型
子
育

て
拠
点
」
を
構
築
し
、
地
域
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
機
会

の
提
供
と
、
子
育
て
を
総
合
的

に
支
援
す
る
場
所
の
整
備
で

す
。　

�　
　
町
内
５
つ
の
保
育
所
の
再

編
の
見
通
し
は
。 

�　
　
東
部
は
、
河
和
保
育
所
に
、

西
部
は
、
奥
田
保
育
所
又
は
上

野
間
保
育
所
に
再
編
す
る
予
定

で
す
。　

 
�　

　
３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ

状
況
は
。　

 
�　

　
人
口
に
対
し
て
、
０
歳
児

は
約
５
％
、
１
歳
児
は
約
33
％
、

２
歳
児
は
約
50
％
の
幼
児
が
入

所
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
対
し

て
ほ
ぼ
満
員
の
状
況
で
す
。

　

 河
和
駅
周
辺
の
再
開
発
に

つ
い
て

�　
　
新
た
な
商
業
エ
リ
ア
の
開

発
は
。　

�　
　
河
和
駅
か
ら
河
和
港
に
か

け
て
は
、
年
間
約
10
万
人
も
の

観
光
船
利
用
者
が
往
来
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
通
り

だ
と
考
え
て
お
り
、
民
間
活
力

に
よ
る
整
備
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
町
内
商
工
業
者
が
、
小
規

模
企
業
等
振
興
資
金
の
融
資
を

受
け
る
際
に
支
払
う
保
証
料
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

�　
　
周
辺
道
路
の
整
備
は
。

�　
　
愛
知
県
に
対
し
、
交
差
点

の
改
良
工
事
を
要
望
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
春
、
抜
本
的

な
改
良
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
早
期
に
効
果
が
現
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
区
画
線
の
変
更

に
よ
り
現
道
内
に
お
い
て
国
道

か
ら
役
場
方
面
に
向
か
う
右
折

車
線
を
延
長
さ
せ
る
と
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�　
　
河
和
駅
構
内
に
観
光
案
内

所
を
設
置
し
て
は
。

�　
　
現
在
、
名
鉄
知
多
奥
田
駅

下
に
観
光
協
会
の
事
務
所
を
置

き
、
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
本
町
を
訪
れ

る
観
光
客
や
陸
上
競
技
場
を
利

用
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
し
て

様
々
な
案
内
も
し
て
お
り
、
河

和
駅
構
内
に
新
た
に
観
光
案
内

所
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

�　
　
山
王
川
の
壊
れ
て
い
る
堤

防
を
な
お
す
整
備
は
。

�　
　
愛
知
県
へ
修
繕
が
必
要
な

個
所
に
つ
い
て
は
、
随
時
対
応

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。　

�　
　
陸
上
競
技
場
周
辺
の
新
し

い
道
路
へ
の
切
り
替
え
完
了
時

期
は
。 

�　
　
令
和
８
年
度
内
に
切
り
替

え
出
来
る
よ
う
事
業
を
進
め
ま

す
。　

 
�　

　
運
動
公
園
か
ら
恋
の
水
神

社
西
交
差
点
ま
で
の
区
間
の
道

路
へ
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
出
て
い

る
樹
木
の
伐
採
等
の
整
備
は
。

�　
　
拡
幅
工
事
に
着
手
す
る
ま

で
の
間
は
、
道
路
に
越
境
し
通

行
上
支
障
と
な
る
よ
う
な
樹
木

の
枝
で
、
緊
急
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
ら
、
職
員
の
ほ
う
で
対

応
い
た
し
ま
す
。　

�　
　
災
害
協
力
井
戸
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
へ
の
維
持
管
理
費

や
手
押
し
ポ
ン
プ
の
設
置
等
に

補
助
金
を
出
す
考
え
は
。　

 
�　

　
維
持
費
等
の
補
助
金
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。　

 
�　

　
小
学
校
の
放
課
後
の
部
活

動
を
再
開
す
る
考
え
は
あ
る

か
。　

�　
　
小
学
校
の
放
課
後
の
部
活

動
の
再
開
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 �　

　
今
後
の
中
学
校
の
部
活
動

を
存
続
し
て
い
く
対
応
は
。　

�　
　
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
部

活
動
の
維
持
に
つ
い
て
は
顧
問

を
担
う
教
員
数
の
減
少
も
必
然

的
と
な
り
、
今
あ
る
全
て
の
部

活
動
を
維
持
し
て
い
く
の
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

適
時
、
部
活
動
・
地
域
移
行
検

討
委
員
会
を
開
催
し
検
討
し
て

い
ま
す
。

�　
　
例
え
ば
、
中
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
の
部
員
数
が
5
人
に

減
っ
た
場
合
、
廃
部
と
す
る
の

か
。

�　
　
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
部
活
に

つ
い
て
は
学
校
の
判
断
に
よ
り

ま
す
。

�　
　
野
間
・
河
和
の
両
中
学
校

の
部
活
動
の
統
合
は
あ
る
の
か
。

�　
　

統
合
と
い
う
か
合
同
で

チ
ー
ム
を
作
る
と
し
て
も
両
校

の
承
諾
や
子
供
た
ち
の
確
認
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
距
離

も
離
れ
て
い
る
の
で
日
頃
は
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
練
習
し
な
が

ら
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
と

い
っ
た
配
慮
が
必
要
で
す
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

令和6年12月5日令和6年12月5日

保育所統廃合の進捗状況は

令和10年度以降に東部1園、西部１園に

陸上競技場周辺の道路整備は

令和８年度内に新しい道路へ切り替え

町政に対する一般質問町政に対する一般質問

野田謙弥

都筑新悟
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日
常
生
活
維
持
の
た
め
に

�　
　
補
聴
器
を
安
心
し
て
購
入

で
き
る
助
成
制
度
を
本
町
で
も

早
期
に
実
施
す
る
考
え
は
。

�　
　
高
齢
者
の
加
齢
性
難
聴
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を

始
め
様
々
な
社
会
的
支
障
を
き

た
し
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク

が
大
き
く
な
る
こ
と
も
承
知
し

て
お
り
、
近
隣
市
町
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

学
校
再
編
基
本
計
画
案

通
学
方
法
の
検
討
状
況
は

�　
　
小
中
一
貫
校
で
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
必
要
台
数
は
。

�　
　
一
部
電
車
通
学
に
す
る
と
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
台
数
は
大
型

バ
ス
12
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
21

台
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

�　
　
ど
の
地
域
の
児
童
生
徒
を

電
車
通
学
に
し
た
場
合
の
台
数

で
す
か
。

�　
　
仮
に
、
河
和
中
学
校
の
生

徒
を
電
車
通
学
に
し
た
場
合
の

台
数
で
す
。
た
だ
、
河
和
南
部

地
区
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
駅

が
な
い
の
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

利
用
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

住
民
説
明
会
は
ど
こ
で

�　
　
学
校
再
編
住
民
説
明
会
の

開
催
予
定
は
。

�　
　
広
く
集
ま
れ
る
総
合
公
園

体
育
館
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
、

１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
、
平
日

の
夜
と
休
日
の
昼
に
開
催
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�　
　
９
月
議
会
で
は
、
「
住
民

説
明
会
を
小
学
校
区
ご
と
で
実

施
し
て
い
き
た
い
。」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。
う
そ
を
つ
く
の

で
は
な
く
、
言
っ
た
こ
と
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�　
　
９
月
議
会
で
答
弁
し
ま
し

た
が
、
当
事
者
で
あ
る
保
護
者

に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
の
「
納
得
」
が
得
ら

れ
な
く
て
も
進
め
る
の
か

�　
　
保
護
者
や
住
民
説
明
会
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
「
理
解
で
き

た
か
。」
か
ら
「
納
得
で
き
た

か
。」
に
変
え
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

�　
　
納
得
で
き
な
い
と
い
う
意

見
が
多
い
時
に
こ
の
事
業
を
止

め
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
「
納
得
」
と
い
う

質
問
に
変
え
る
気
は
あ
り
ま
せ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

�　
　
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
日

は
あ
る
も
の
の
、
収
集
が
短
時

間
で
あ
る
た
め
、
住
民
の
皆
様

か
ら
非
常
に
不
便
で
あ
る
と
多

く
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
資
源
回
収
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
常
設
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

�　
　
近
隣
市
町
に
お
い
て
、
回

収
品
目
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が

常
設
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
は
、
収
集
場
所
や
管
理
方
法
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
等

の
課
題
が
あ
り
、
常
設
の
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は
難
し

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
ご

み
出
し
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
参
り

ま
す
。

�　
　
常
設
す
る
に
は
年
間
を
通

し
て
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
必

要
に
な
り
ま
す
か
。

�　
　
本
町
に
お
い
て
、
具
体
的

な
積
算
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
武
豊
町
に
お
い
て
は
常

設
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
か
所

の
運
営
を
約
４
１
１
４
万
円
で

委
託
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。　

 
�　

　
本
町
で
行
わ
れ
て
い
る
資

源
ご
み
の
分
別
収
集
費
は
年
間

ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
ま
す

か
。

�　
　

分
別
収
集
業
務
に
つ
い

て
は
、
月
２
回
（
美
浜
緑
苑

地
区
は
月
１
回
）
で
年
間
約

３
６
３
６
万
円
で
す
。

町
内
ま
ず
は
一
カ
所

�　
　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
資
源

ご
み
の
分
別
収
集
を
月
１
回
に

し
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ま

ず
は
町
内
に
１
カ
所
常
設
で
き

ま
せ
ん
か
。

�　
　
常
設
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
費
用
を
分
別
収
集
の
回

数
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
捻
出

で
き
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
多
く
の
住
民
の
ご
み
出

し
機
会
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
時

点
に
お
い
て
常
設
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
難
し
い
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＡＱＡＱ

ＡＱＡ

令和6年12月5日令和6年12月5日

加齢性難聴の補聴器購入補助を

近隣市町の状況を見て検討

エコステーションの常設は

多額の費用を要するため常設は難しい

町政に対する一般質問町政に対する一般質問

茶谷佳宏

廣澤　毅

ん
。
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�　
　
法
的
問
題
の
整
理
は
。

�　
　
愛
知
県
知
多
建
設
事
務
所

な
ど
開
発
許
可
等
に
係
る
関
係

機
関
と
の
事
前
協
議
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

�　
　
日
本
福
祉
大
学
と
の
協
議

状
況
は
。

�　
　
施
設
設
備
に
係
る
ハ
ー
ド

部
門
の
協
議
組
織
と
教
育
連
携

に
係
る
ソ
フ
ト
部
門
の
二
つ
の

協
議
組
織
を
設
置
し
、
定
期
的

に
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
部
門
で
は
、
共
用
可
能

な
大
学
施
設
の
確
認
や
配
置
案

の
検
討
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ソ
フ
ト
部
門
で
は
、
町
内

２
ヶ
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

ク
ー
ル
の
実
践
活
動
を
継
続
し

て
取
り
組
み
な
が
ら
、
大
学
と

の
教
育
連
携
の
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

�　
　
住
民
及
び
保
護
者
へ
の
説

明
会
は
。

�　
　
配
置
案
、
概
算
総
事
業
費
、

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
小
中

一
貫
校
基
本
計
画
案
が
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
住
民

説
明
会
及
び
保
護
者
説
明
会
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
令
和
７
年
１
月
下
旬

か
ら
２
月
頃
を
目
途
に
、
総
合

公
園
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に

て
行
い
ま
す
。

美
浜
町
制
70
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

�　
　
す
で
に
決
定
し
て
い
る
事

業
内
容
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
か
。

�　
　
記
念
式
典
は
、
令
和
７
年

６
月
７
日（
土
）に
総
合
公
園
体

育
館
に
お
い
て
文
化
祭
と
共
同

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
山
車

組
関
係
者
の
方
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
開
催
日
及
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
話
し

合
い
開
催
日
は
令
和
７
年
10

月
12
日（
日
）開
催
、
13
日
を
予

備
日
で
、
総
合
公
園
を
会
場
と

し
て
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
町
制
70
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
産
業
ま
つ
り
、
タ
ウ

ン
マ
ラ
ソ
ン
、
文
化
祭
芸
能
祭

な
ど
の
通
年
行
事
を
70
周
年
記

念
事
業
に
位
置
付
け
、
実
施
し

ま
す
。
ま
た
地
元
企
業
と
タ
イ

ア
ッ
プ
企
画
や
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な

ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ

美
浜
町
の
部
活
動
に
つ
い
て

�　
　
昨
年
の
一
般
質
問
で
、
本

町
の
部
活
動
に
つ
い
て
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
地
域
移
行
に
関
す

る
準
備
委
員
会
を
発
足
し
進
め

る
と
の
回
答
で
し
た
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

�　
　
部
活
動
地
域
移
行
検
討
準

備
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
ま
で
に
６
回
会
議
を
開
催

し
、
実
施
要
項
の
検
討
や
、
受

け
皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や

文
化
協
会
な
ど
の
団
体
へ
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
さ
ら
に
、
日
本
福
祉

大
学
及
び
付
属
高
校
に
対
し
て

も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

し
て
、
学
校
側
、
地
域
側
の
現

在
の
準
備
状
況
を
、
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
ふ
ま
え
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

�　
　
地
域
移
行
に
向
け
て
の
状

況
で
す
が
、
現
在
、
中
学
校
で

土
曜
日
、
日
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
部
活
動
を
、
令
和
８
年

９
月
を
目
標
に
地
域
団
体
へ
移

行
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。　
　

　
今
後
は
、
令
和
７
年
５
月
を

目
標
に
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、

関
係
団
体
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た

「
み
は
ま
地
域
ク
ラ
ブ
推
進
協

議
会
」
を
発
足
し
、
運
営
方
法

の
検
討
や
情
報
共
有
を
行
い
、

持
続
可
能
な
体
制
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

令和6年12月5日令和6年12月5日

小中一貫校基本計画の進捗状況は

学校規模、配置案の検討など現在算定中

部活動の今後

地域移行にむけて

町政に対する一般質問町政に対する一般質問

野田増男

橋場友昭

河和中学校グラウンド
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あなたも議会を傍聴しませんか？あなたも議会を傍聴しませんか？
令和7年3月定例会の開催予定

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴することが
できます。また、全員協議会及び各委員会は、議長等の許
可があれば、傍聴することができます。
　一般質問の開催日においては、別室で議会中継を見るこ
とができます。

※�議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要な方は、お手
数ですが2週間前までにご相談ください。

【112ch】 午前９時から
3月14日(金) ・3月15日(土)

☆お問い合わせ先☆
美浜町役場 議会事務局

TEL 82-1111（内線285・286）

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定 

日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7 8

本会議
開会
提案

（休会）
本会議

一般質問
１日目

本会議
一般質問
２日目

（休会） （休会）

9 10 11 12 13 14 15

（休会） （休会）
本会議
質疑・

委員会付託

（休会）
総務産業

常任委員会

（休会）
文教厚生

常任委員会
（休会） （休会）

16 17 18 19 20 21 22
（休会） （休会） 本会議

討論・採決
閉会

いずれも午前９時から　美浜町役場３階
＜ 日程は告示日2月21日に確定します>

あ
い

ち
・

み
は

ま
議

会
だ

よ
り

2025.2.１
 発

行
　

第
181号

付
託
委
員
会

審
議
結
果

会　　　派　　　名

無会派 新風みはま チ ャ レ ン ジ
MIHAMA審議結果一覧表 都

筑　
新
悟

茶
谷　
佳
宏

大
嵜　
暁
美

丸
田　
博
雅

橋
場　
友
昭

野
田　
謙
弥

中
須
賀　
敬

森
川　
元
晴

廣
澤　
　
毅

荒
井　
勝
彦

大
岩　
　
靖

野
田　
増
男

　令和６年   第４回　定例会（12 月）
議　　　案　　　件　　　名

町
長
提
出
議
案
15
件

美浜町人権擁護委員の候補者の推薦について － 答申異
議なし 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分事項の報告承認について － 承認 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
専決処分事項の報告承認について － 承認 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知多南部衛生組合規約の変更について － 可決 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
美浜町税条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
美浜町都市公園条例の一部を改正する条例について 総産 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
美浜町ふれあい公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例について 総産 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定について 総産 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
指定管理者の指定について 文厚 可決 ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
町道路線の廃止及び認定について 総産 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和６年度美浜町一般会計補正予算（第３号） 各 可決 ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和６年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 文厚 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和６年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第２号） 文厚 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和６年度美浜町水道事業会計補正予算（第１号） 総産 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和６年度美浜町農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 総産 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

付託委員会 … 総産→総務産業常任委員会に付託、文厚→文教厚生常任委員会に付託、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対 　「欠」は欠席 　「退」は退席により採決不参加　※大嵜　暁美 議長は採決に加わりません。

編
　
集
　
後
　
記　

  

町
議
会
議
員
選
挙
を
経
て
、
新

し
い
議
会
組
織
で
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

多
く
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
広
報
特
別
委
員
会

も
「
議
会
だ
よ
り
」
発
行
に
備
え

て
、
各
委
員
が
取
材
・
執
筆
し
た

内
容
を
持
ち
寄
り
、
議
論
に
議
論

を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
随
分
、

チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
折
、
議
会
だ
よ
り
の

装
い
を
前
号
か
ら
刷
新
し
、
よ
り

読
み
や
す
く
情
報
収
集
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。

　
特
に
、
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
明
確
に
し

焦
点
が
定
ま
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
大
き
く
分
け
て
、

町
長
以
下
執
行
機
関
が
、
施
策
・

事
業
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
査
質
問
と
、
町

の
政
策
課
題
に
対
し
、
指
摘
や
提

言
な
ど
を
す
る
提
案
質
問
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
こ
の
２
種
類

の
一
般
質
問
を
し
っ
か
り
使
い
分

け
て
、
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
政
の
進
捗
状
況
を
町

民
の
皆
様
に
「
議
会
だ
よ
り
」
を

通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
野
田
謙
弥
）
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公式ホームページ

★�みはま議会だよりは、スマートフォンアプリ「マチイロ」でも見るこ
とができます。「みはま議会だより」 は、美浜町議会議会広報特別
委員会が編集しています。

E-mail：gikaiji@town.aichi-mihama.lg.jp
※住所、氏名、連絡先をご記入ください。

議会事務局議会事務局

皆様の声を皆様の声を
お聞かせください。お聞かせください。
議会だよりへのご意見・ご感想をお聞かせください。


